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 更に、『世界大百科事典第 2 版』は「意志」について、次のように解説している。 
 















































































































































                                                         










































 Palmer(20012)では、英語のモダリティについて、「Modality is concerned with the 










                                                         













(1) a.John may/can come in now (permission) 
b.John must come in now (obligation) 
          c.John can speak French (ability) 























































































































































































































図 4 益岡（2007）によるモダリティのカテゴリ（p.5） 
・ 判断のモダリティ－真偽判断のモダリティ、価値判断のモダリティ 
・ 発話のモダリティ 
   発話類型のモダリティ 













































































































                                                         
6 『現代漢語辞典第 6 版』（p1590）を参照する。 












表 1 呂叔湘(1942)による語気体系 











































































































































































































































































































    The realis portrays situations as actualized, as having occurred or actually 
occurring, knowable through direct perception. The irrealis portrays situations 















































































































  有標形式は特定の標識を持つことによって、特定の文法的意味を表す。 
→内在化された絶対的な意味 
無標形式は何らか標識を持たないので、形式自体に特定の文法的意味が刻印されては














































































                           
 
意志表現 
































(6) I name this ship the Queen Elizabeth.(山梨 1986：10) 
 
例 4のような発話は、つまり発話行為の研究対象となる遂行的発話である。発話行為の




(7) ⅰ．発語行為（locutionary act） 
 ⅱ．発語内行為(illocutionary act) 
















   a.事態、状況の記述、情報提示 
      b.既に存在している事態、状況に適合させて Pを述べる。 
  ⅱ．行為指導型 
   a.聞き手に所定の行為の義務を課し、それを行わせる 
      b.これから出現すべき事態、状況 Pに適合させて新たな世界を構築する。 
  ⅲ．行為拘束型 
   a.話し手が所定の行為を行う義務を負い、これを行なう。 





      b.これから出現すべき事態、状況 Pに適合させて新たな世界を構築する。 
  ⅳ．態度表明型 
   a.話し手による事態、状況 Pに対する心的態度の表明。 
    b.事態、状況 Pの存在は前提とされている。 
  ⅴ．宣告命名型 
   a.事態、状況 Pで表せるような新たな世界の構築。 




















    ⅰ．命題内容条件：Pは、Yによる未来の行為を示す。 
    ⅱ．準備条件：（a）Xは Yがその行為を実行する能力があると信じている。 
（b）Xにとって Yがその行為をするかどうかは自明でない。 
    ⅲ．誠実条件：Xは Yによるその行為の実行を欲している。 




(11)I request you to solve the problem. (山梨 1986：42) 
 





    ⅱ．準備条件：（a）Xは X自身がその行為を実行する能力があると信じている。 
（b）Yにとって Xがその行為をするかどうかは自明でない。 
    ⅲ．誠実条件：Yは,Xによるその行為の実行を欲している。 
 26 
    ⅳ．本質条件：Xは Yに対してその行為の実行の義務を負う。(山梨 1986：44) 









(14)Can you solve the problem for me? 
 





































表 4 ウ・ヨウの用法と動詞終止形の用法との対応関係（尾上 2001：425） 






















































表 4 仁田(1991a,b)の意志表現と聞き手存在との関係について 
 聞き手存在会話 聞き手不在会話 
スルツモリだ系 ○  















































































































表 5 森山(1990)による意志の表現と判断形成との関係 
 判断形成過程 判断の決定権 
意志形 決定しつつある判断 判断形成過程として把えられる 
談話に参加し、判断形成をする資格のある者の発話 



























































  決意のプロセス  →  意識化のプロセス 
  シヨウカ   →   シヨウ   →   スルツモリダ 
























     想・想要・欲：ある種の意向を表す。「欲」は昔の使い方である。 
     願・願意・情願：喜んである事をする気持ち。 
     肯：「願」の意味に近いが、人の要求に応じて何をするときに、「願」より「肯」
のほうがよく使われる。 














                                                         
15 本論文が参考しているのは 1985年版である。≪中国语法理论≫（王力著） 商务印书馆 1951年 
16 ここでの「式」は moodの訳語として使われている。 

























(17)要：1、ある事をする意志・願望を表す。否定形式として、「不要」ではなく、      
「不想」「不打算」が使われる。 
     2、事実上及び道理上の必要性を表す。未然の状況に多く用いられる。 






      2、有利の状況や条件を人に譲ることを表す。平叙文において、否定形式
がよく用いられ、「自己不肯…」などが言える。 







                                                         
19 劉月華らは「助動詞」という言い方も認めている。 
20 劉月華らは、能願動詞の後ろの成分は全部目的語と考えている。 







語気成分を担う。（賀陽 1992：65 日本語訳：于・張 2000：172） 
 更に、意志・願望語気を説明するために、賀陽は次のような例文をあげている。 
(19)他总是愿意（乐意）帮助别人。    （訳文：彼はいつも喜んで人を助ける。）  
小王想去北京。        （訳文：王さんは北京に行きたがっている） 






































































































(23)我  要   帮助    你！ 
     私 したい 助ける  あなた 




(24)我    帮助    你！ 
        私  助ける あなた 





(25)我    要求   你     现在   就   帮助   我！ 
        私  要求 あなた  いま すぐ 助ける 私 
今すぐ私を助けることを要求する！（直訳） 
                                                         
25 19 は徐晶凝(2008)に基づき、筆者が日本語に訳したものである。 
26 意志・願望標記とは、意志・願望を表す「要」などの助動詞、否定を表す「不」のことである。 























      私は毎日図書館で勉強する。 
(27)我喜欢在图书馆学习。 
     私は図書館で勉強するのが好きだ。 
(28)在图书馆学习是我的爱好。 
     図書館で勉強することは私の趣味だ。 
 
 例 23～25を見てわかるように、「在图书馆学习（図書館で勉強する）」そのままの形で、






















































































































































































































てくれれば、心强いです。」            テレビドラマ『ハケンの品格』 
(2) 「今まで将来のこととか 考えたことなかったけど、朝倉さんの選挙を手伝って
初めて前向きな気持ちになったんです。朝倉さんをずっとお手伝いしていきたい
んです。」                     テレビドラマ『Change』 
(3) 「（司会者）少し論点がずれてきてしまったので、改めて増税についてお聞きし
たいと思います。」                 テレビドラマ『Change』 
(4) つまり、衆議院を、解散し、もう 1度、総選挙で、国民のみなさんに、国会議員













として、小児科医療対策を最優先したいです。」    テレビドラマ『Change』 
(7) つまり、この国の主人公は、国民なんです。僕は、この国の政治を、みなさんの
手に、ゆだねたいんです。             テレビドラマ『Change』 
(8) 「最も殘業率の低い仕事が、事務職のハケンだからです。私は就業時間と、プラ
イベートの時間をきっちり分けたいんです。」 テレビドラマ『ハケンの品格』 
























すから。」                    テレビドラマ『Change』 
(12) 「森ちゃん、契約更新されるといいね。私も森ちゃんと一緖に、ハケン弁当作
りたいよ。」                 テレビドラマ『ハケンの品格』 
(13)「じゃあ、漁師さんたちはどうなるの？」 
「私だって、何とかしてあげたいわよ。」      テレビドラマ『Change』     
(14)「何で俺に」 
「早く受け取って、私だって帰りたいんだから。ったく、幼なじみってだけで、
みんな私を使おうとするんだから」        テレビドラマ『ドラゴン桜』 


















































「じゃ、拾った私がかけよう。」       テレビドラマ『ハケンの品格』 
(22)「私がケーキ屋さんまで走って、もらってきましょう」 
    エプロンをはずそうとする私を制して、ルートが口を挟んだ。 





















「さあ、私たちは片づけしましょう」      テレビドラマ『ドラゴン桜』 
(24)「みなさん、マーケティング課も頑張って、いい企画、出しましょう。」と賢介。 
「はい！」美雪が笑顔で返事する。       テレビドラマ『ハケンの品格』 
(25)ねえ勇介、もうやめようよ。勝負なんてバカバカしいよ。 
                         テレビドラマ『ドラゴン桜』 
(26) 「東海林さん、セキュリティーの問題、最初に指摘したのは、大前さんと近君だ


















































 桐原は顔をしかめ、こめかみを掻いた。             『白夜行』 
(31)「神林さんが 出馬されるんでしょうか？」 























ん、第三者には絶対見られんよう、細心の注意を払います」     『白夜行』 
(33)「なんでそんなにトイレットペーパーばっかり買うんや」 
「そんなこと説明してる暇ないわ。とにかく行ってきます」カーディガン姿の克




「そう？ じゃあ、もし見つからなかったらいってちょうだい」   『白夜行』 
(35)「お代わりはいかがですか？たっぷりとこしらえましたからね、いくらでもお注
ぎしますよ」 
    私は油断し、心安く声をかけた。            『博士の愛した数式』 
(36)靴を磨く私に向かい、何度も博士は念押しした。 
    「いいね、君も一緒なんだからね。散髪の間に、勝手に帰られたりしたら困るん
だ」 













    「それ、くつ下に見えないよ。太った芋虫だよ。僕が描いてあげる」 




















    だけど、やばいよ、と友彦は口の中で呟いた。          『白夜行』 
(44)二年生の先輩がいなくなってから、雪穂が近づいてきた。 
「ひどいね、江利子が練習する時間がなくなるじゃない。あたし、手伝うから」 



















































  候，嘴角有个小梨窝，怎么样，我记得你的样子哦，呵呵…… 
秦朗：心蕾（啊？），我有话跟你说。其实我明天……要回台湾。 
                  台湾ドラマ『ホントの恋の見つけかた』 
日本語訳文 
    兪心蕾：（目を閉じて）あなたの目はとてもはっきりした二重で、鼻筋が通って
いて、丸顔でも角張った顔でもないわ。笑うと口元に小さなえくぼがで
きる。どう？あなたの顔、覚えたわよ。はは…… 










































    日本語訳文 
   単無双：来週の日曜日、大学の登山クラブの集まりがあるの。わたしはそれまで
に絶対彼氏を作る、そうでないと悲惨だわ。言っておくけど、戦いなら
だまし討ちは当たり前よ。これは戦争なの。 
   卢卡斯：そもそも見合いをする時間なんかないじゃないか 
   単無双：もちろんあるわ。明日の編集会議でわかるわよ。なんとかして必ず時間
を作るから。（立ち去る） 





















                   中国大陸ドラマ『恋・愛・都・市～恋がしたい』 
    日本語訳文 
    周信東：来てくれてありがとう。深圳に行って環境を変えようと思うんだ。 
    陶春：王小珍が結婚したからでしょう。 











































































という事態をコントロールする能力である。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
3.1 日本語側の状況について 
日本語では、典型的な意志表現、例えば意志形や動詞無標形を使うと、意志の対象内容







(57) 「お前、東大のいかないか？」  
「まだ言ってる。私が行くわけないでしょ」 
「じゃ、聞き方を変えよう。東大に行きたくないか？」 
                          テレビドラマ『ドラゴン桜』 
(58)「なんでそんなにトイレットペーパーばっかり買うんや」 
「そんなこと説明してる暇ないわ。とにかく行ってきます。」カーディガン姿の




































    政治家としてけじめをつけたい。それが、辞職の理由です。」 

























































    日本語訳 
    小林：スーウェン、私もう帰らなくちゃ。ご主人に怒られる。 




















卢卡斯：你根本没有时间去相亲。               《败犬女王》 
    日本語訳文 
   単無双：来週の日曜日、大学の登山クラブの集まりがあるの。わたしはそれまで
に絶対彼氏を作る、そうでないと悲惨だわ。言っておくけど、戦いなら
だまし討ちは当たり前よ。これは戦争なの。 
   卢卡斯：そもそも見合いをする時間なんかないじゃないか 
(69)“……来世——如果有的话——我要当一朵花，在阳光中开放；我要当一只小鸟，
 56 





































黎明朗：那你去试试啊。    中国大陸ドラマ『恋・愛・都・市～恋がしたい』 































 制御できる動作だけを対象内容とするもの 制限なしのもの 
日本語 スル  シヨウ  スルツモリダ シタイ 
































































    エプロンをはずそうとする私を制して、ルートが口を挟んだ。 














  秋吉は少し迷ったようだが、面倒臭そうに答えた。「大阪だ」 
「大阪？」 
「明日から行く」                        『白夜行』 
“跟我讲一下地点有什么关系？” 
      秋吉似乎有点犹豫，但还是一脸厌烦地回答：“大阪。” 
      “大阪？” 




袖に腕を通した。一言で説明できる話ではなかった。         『白夜行』 
“桐原跟那个人讲些什么啊？他究竟是千吗的？你知不知道？” 
 “嗯，这件事慢慢再告诉你。”说着，友彦穿上外套。这并不是三言两语讲得完的。 
(79)「また連絡する」帰り際に彼はいった。              『白夜行』 







   “不过水太脏了我不乐意。” 
























(82)我  去   学校。 
わたし いく 学校 
学校に行く。 
(83)我 现在  去 学校。 








(84)明天 的 聚会   你   去 不去？ 
明日 の パーティ あなた 行く行かない 
   去。 
行く 
   日本語訳： 
明日のパーティは行く？ 
   行く。 
 

























(85)去 图书馆  学习  是 他 的 习惯。 
   行く  図書館  勉強する コピュラ 彼 の 習慣 
























































(86)我 去  吃    饭  了。 
























































    …決意前の段階を表すのは「シヨウカ」であって、「シヨウ」はむしろ決意や決















































                                                         























































































































 制御できる動作だけを対象内容とするもの 制限なしのもの 
日本語 スル  シヨウ  スルツモリダ シタイ 




















第 4 章 意志を表す表現形式のモーダルな意味 
0 本章の内容 































































 以上のことをまとめると、次の表 2 になる。 
 
表 2 





必要 必要 必要 
非現実性の意味 未定の意志 定意志 定意志 未定の意志 




















表 3  






非現実性の意味 未定の意志 定意志 定意志 
 

















(1) 他则把双手插进裤袋，十分平静地说：“我想和你谈谈。”  
                                『四月三日事件』     
彼は両手をズボンのポケットに入れ、穏やかな口調で「ちょっと話したい。」 
(2) “福贵，我不想死，我想每天都能看到你们。”          『活着』 
「福貴、わたし、死にたくない、毎日家族の顔がみたいわ」    『活きる』 









我想进城赶明早的班车。”                 『同船過渡』 























ちらりと送った。                    『1Q84 BOOK1』 
中国語版訳 






























                               『王朔文集』 
「俺は必ずこの事件の真相を明らかにしてやる」単さんは怒りで血相を変
え、かすれた声で言った。 
(9)  我不放弃自己的要求，我要捍卫自己的权益。         『王朔文集』 
私は自分の要求を諦めない、私は自分の権利を守る。 






    「４×５－1です」 
    「実に正しい」 
    幸福そうに博士はうなずく。 
    「もう一つ付け加えよう。前者の素数は常に二つの二乗の和で表せる。しかし、
後者は決して表せない」              『博士の愛した数式』 
中国語版訳 
“正确。19 呢？” 
    “4×5－1。” 









                             『王朔文集』 
(12)秦朗：心蕾，我有话跟你说。其实我明天……要回台湾。 




















































































     秋吉が彼女を見た。眉間に皺ができていた。 
「あたし、あなたが住んでた町を見てみたい」 
「遊びはここまでだ」                    『白夜行』 
中国語版訳 
   “嗯，”典子犹豫了一会儿说，“等一下带我去好不好？” 















      “我想看看你住过的地方。” 




「ふうん……」彼は頷きながら、ハンカチを包みに戻した。    『白夜行』 
中国語版訳 
“这半年来多谢你了。”她双手在身前并拢，低头行礼。 
    “我什么都没做啊。倒是你，以后有什么打算？” 
    “想暂时回老家休息一阵，后天回札幌。” 









        千都留偏着头，笑容从她脸上消失了。 
        “我要告诉你此事的经过。” 







 秋吉は少し迷ったようだが、面倒臭そうに答えた。「大阪だ」   『白夜行』 
中国語版訳 
“我要出去两三天。”秋吉突然说。当时典子刚洗完澡，坐在梳妆台前。 
       “去哪里？”她问。 
       “收集资料。” 
       “跟我讲一下地点有什么关系？” 
       秋吉似乎有点犹豫，但还是一脸厌烦地回答：“大阪。” 
       “大阪？” 
(20)「トイレの換気扇よ。そうすれば漏れ出た青酸ガスは排出されるから、ドアの
外には漏れないんじゃないかな」 
     秋吉は黙って考え込んでいたが、やがて典子の顔を見て頷いた。 
「よし、それでいこう。典子に相談してよかった」 





       秋吉默默思考片刻，然后看着典子点点头。“好！就这么办！幸好我找你商量。” 




















































































































 『世界大百科事典第 2 版』は意志について、次のように解説している。 
 


























































要求した。母親はただ黙って首を振った。        『1Q84 BOOKⅠ』 
(28)「さあ、もう寝ましょう。明日も早いんだから」私は言った。 







































    エプロンをはずそうとする私を制して、ルートが口を挟んだ。 
「僕が行くよ。僕のほうが足が早いんだから」    『博士の愛した数式』 
(32)「（前略）しかしやっぱり今日は、江夏は投げなかったなあ……」 
    「うん。今度はローテーションをちゃんと調べてから切符を買うよ」 
    「とにかく、勝ったんですからいいじゃありませんか」私は言った。 
                         『博士の愛した数式』 
(33)（家族でどこかに出発することになって、出発時刻になる時、家族に対して） 




















































表 5 日本語の意志を表す表現形式の情意的・認識的特徴 
 シタイ シヨウ スルツモリダ スル 
意志のモーダルな
意味 
願望・意欲 決意 意図 決意・予定 










表 6 中国語の意志を表す表現形式のモーダルな意味 
 想 要 動詞無標形（非現実性を持つもの） 























  日本語原文：「観たい。誰が何と言おうと観たい。行くよ。絶対に行く」 





(38)“ 我  明天  要   去  趟  京都  。”“我  也  想   去”53 
      私 明日 要 行く 一回 京都  私 も 想 いく 





(39)（子供が親に対して）我 要 吃  冰激凌。 
            私 要 食べる アイスクリーム 
            アイスクリームを食べたい！ 
(40) 我 身上  有  枪，我 要 你 跟 我 来。    『読者（合本）』 









(41)（子供が親に対して）我 想 吃  冰激凌。 
            私 想 食べる アイスクリーム 
            アイスクリームを食べたい。 
 
(42)姐姐，我想你陪我去买一部打字机。            『七姐妹』亦舒 
































表 7 中国語の意志を表す表現形式の情意的・認識的特徴 
 想 要 動詞無標形（非現実性を持つもの） 














































































































































                               『王朔文集』 
二人の女は公然と斉懐遠に宣言している、「彼をしっかり捕まえてよ、そうじゃ
なかったら、私たちは自ら彼のお嫁に行くよ。」 








































                               『王朔文集』 
「李江雲は全部言ってくれた。ここでは遠慮する必要がないよ。あなたが遠慮
すれば、私はかえって落ち着かない」 
(63)会议大概要到月底才能结束。57        
会議は恐らく月末に終わるだろう。 
(64)你比我要了解得多。                  
あなたは私よりよく知っているだろう。 

















表 8 「要」のモーダルな意味 
情意系 認識系 































主語の意志・願望     →  義務 
   ↓ 















(66)我  想   他   昨天  去   学校    了。 








(67)你      一定    喜欢     到野外     去    玩。       『美妙雨夜』 
 あなた きっと 好きだ 野外へ  行く 遊ぶ 
野外へ遊びに行くことはきっと好きだろう。 
(68)我 想 你  一定  喜欢  到野外   去  玩。 



















(69)战争 结束  了，  我  想。              
戦争 終わる （完了） 私 想 
    戦争が終わっただろう。 
(70)他的话，我 想，一定 会    来     的。 
彼なら 私 想 必ず（可能性）  来る  （確定の語気） 









(71) 我  想  去  看  他  一眼。        『作家文摘 1994』 
私  想  行く 見る  彼  一目 
私は彼を一目見に行きたい。 
(72)我  想  让  他 给   我  做  件 旗袍！ 『作家文摘 1993』 
私 想 させる  彼 …に  私  作る 着 チーパオ 
私は彼にチーパオを一着作ってもらいたい！ 
(73)我 想  请 你们   看   篇     稿。      『王朔文集』 


























       （益岡 2006：64） 
(75)健康志向が強い団塊の世代でも,万一に備え、民間の医療保険や介護保険によ
る補強も視野に入れておきたい。            （益岡 2006：64） 
  
益岡（2006）は、上述の例文について、三つの点から通常の願望表現との相違を述べて



































































 尾上（2001）によると、例 76～78は＜意志＞を表すもので、例 76は「自分一人の意志」、
例 77は「勧誘=一人称複数の意志」、例 78は「勧誘的擬態→命令」とされている。また、








                                                         





(82)政治に真価が問われる事態だといえよう。       （益岡 2007：179） 
(83)以後に書かれた多くの長編と較べても、遜色がないばかりか、秀作の一つに挙
































                                                         
62 具体的には、主語 1 人称の場合は意志、主語 2 人称の場合は命令、主語 3 人称の場合は願望と述べら
れている。 




























































 ①意志⇔真偽判断・価値判断 ：「要」 
 ②意志⇔真偽判断 ：「想」「シヨウ」 












  客体の助動詞の一つ。未実現の動作・作用・状態が実現することを願い望む意。 
  １.話し手・書き手の希望を表す。～たい。 
  ２.話し手・書き手以外の希望を表す。～たい。 





































                                                         
64 談話における機能や表現形式への影響は第 5 章、第 6 章で言及する。 
 98 
 



















談話における機能が関わる意味を論じることにする。最後の 5 節では、第 5 章のまとめを
























(5) （子供が親に対して）ホットドッグを食べたい。  
 



































2.1 先行研究  
                                                         









   Ⅰ話し手の意志を表すもの 
   Ⅱ聞き手への話し手の行為の提供を申し出るもの 
   Ⅲ誘いかけを表すもの 










































































だ、しっかりしろ」                  『ありがとう上』 
(11)リカ「あ、今夜は星が出てるよ」 







リカ「ひとつ、ウチに持って帰りたいな」     
テレビドラマ「東京ラブストーリ」 
(12)「十八時十二分か、その次に乗りたい。今、五時三十五分だからな、これから
行けばちょうどいい」                松本清張『点と線』 
(13)「お車を呼びますわ」 








































                      テレビドラマ『ドラゴン桜』 
(19)「よしよし」 
     いつものとおり、博士はルートの頭を撫で回した。それから、 
     「あっ、いけない。大事な約束だから、忘れないようにちゃんと書いておこう」 
                              『博士の愛した数式』 
 





















































     話を聞くうちに、一成は顔をしかめていた。          『白夜行』 
 







































                     テレビドラマ『ハケンの品格』 
(26)「さあ、もう寝ましょう。明日も早いんだから」私は言った。 
     「うん、」ルートはラジオのスイッチを切った。    『博士の愛した数式』 
(27)ルートが行ってしまった最初の晩、一人きりのアパートに帰るのが億劫で、夕
食の後片付けが終わったあとも、しばらくぐずぐずしていた。 





「じゃ、拾った私がかけよう。」       テレビドラマ『ハケンの品格』 
(29)なるほど、最も多い嫌いなパターン、訳分かんないだね。よし、分かった。で
は、机にじっと座ってお勉強っていう雰囲気をこれまずやめにしよう。さあ、 














 上述のことが動作の申し出を表す例 27、28 にも言える。例 27 は、発話者が家政婦で、












 命令を表す例 29、30 となると、話し手が聞き手に命令する権限を必須とするようにな

































シタイ 願望・意欲 願望・意欲の表出 間接的（直接的）依頼 

































（記者）「具体的に…。神林さん！」            ≪CHANGE≫ 
(32)（二瓶）「あの閣僚人事は何だね！？ 
    何で私たちを外した？」 
 (神林)「あれは暫定内閣ですよ。 
    お３方には、総選挙後の安定政権で入閣していただくつもりです。」 
（二瓶）「そういうことは、事前に伝えておくべきだろう。」 
 (神林)「しかし、万が一総理の耳にでも入れば 面倒ですから。 
     先生方には改めてご挨拶をさせていただくということで  
     近々、一席設けさせてください。 























































 二人称の「ツモリダ」文は、全 58例の中で 30例もあり、最も多い。更にその中では、
疑問文が殆どで、陳述文は一つしかなかった。疑問文は、話し手が聞き手の意図の内容に
ついて問うものと、話し手が既にある判断を形成して聞き手に確認するものの二種類に分












「あ、あの…分割でもいいでしょうか。」        ≪派遣の品格≫ 
(37)「朝倉さん。」 
「どういうつもりですか？ おふくろ 引っ張り出すなんて。」 
「じゃあ あなたが 立候補してくださいます？」 
「僕のこと 何も知らないでしょ？」            ≪CHANGE≫ 

















































      「救急車で運ばれるほど重病なんでしょうか？」 
（理香）「すいません！優しく打ったつもりなんですけど。」 







      だから総理がご自分で政治を始められたのが、 














「私だって」                      ≪ドラゴン桜≫ 
 


























































                                        必ず成功してみせる。 
(45)（心内発話または独り言の場合）我想回家！ 





























                               『王朔文集』 
「俺は必ずこの事件の真相を明らかにしてやる」単さんは怒りで顔が青ざめ、
かすれた声で言った70。                    
(47) 我不放弃自己的要求，我要捍卫自己的权益。         『王朔文集』 
私は自分の要求を諦めない、私は自分の権益を守る。      
(48)“……来世——如果有的话——我要当一朵花，在阳光中开放；我要当一只小鸟，
飞在天空，只让孩子们着迷……”刘华玲说不下去了，呜呜哭起来。『王朔文集』       
“…来世――もしあれば――私は花になって、日光を浴びて咲きたい；私は
小鳥になって、空を飛び、子供達に夢中になってもらたい…“劉華玲は話が続
けられなくなって、オンオンと泣き出した。   
         

















                               『王朔文集』 
「私たちは将来必ず幸せになるのよ」彼女は私を抱きしめながらわくわく想像
している、「あなたに優しくして、心地よく過ごさせたい。永遠に喧嘩したり、







































“我就要看原文，我不懂瑞典文可是懂英语呀。”        『王朔文集』 
    「手紙はスウェーデン語で書かれたもので、あなたは読めないよ。後ほど私が
訳して渡すから。」 
    「どうしても原文を読みたいんだ。スウェーデン語がわからないけど、英語が
わかるよ。」 























を持っている。ついて来なさい。」            雑誌『読者（合本）』 
(56)他命令一名水手：“我要你攀上那根高 300米的旗杆顶端，敬礼三次，然后跳下
















(58)“那你要多多保重身体。”       
（新華社 2004 年ニュース原稿） 
     「では、体を大事にしてください」 




                                                         
72 出典を記していない日本語の訳文は筆者によるものである。以下も同様である。 
 116 
己作决定。                  姚明≪我的世界我的梦≫ 
     中国では、親たちは「こうしなさい」というが、アメリカでは、親たちは子供
に多くの選択肢を提供し、自分で決めさせるようです。 
(61)我把儿子交给你，你要严格要求他。       ≪1994
年报刊精选≫ 





































































  日本語訳 
「思い出した。今日はあなたを家に連れて帰れないんだ。家に戻って代表団を
接待することになっているから。田舎の親戚からなる代表団だけど。」 
                             『王朔文集』 
(66)秦朗：心蕾，我有话跟你说。其实我明天……要回台湾。 



























                       『白夜行』中国語翻訳版 




        小  冯：黄经理，我，我想回乡下一趟。 
                     中国ドラマ『曹社長の 18人の秘書たち』76 
        訳文： 
     黄経理：シャオフォン、また遅刻したな。どんな罰を与えようか。 
     小  冯：ホアン部長、私、ちょっと田舎に行ってきたいんですが。 
 































 3.3.1 情意的な「想」 











(71)我想去看他一眼。                   『作家文摘 1994』 
私は彼を一目を見に行きたい。 
(72) “跟你说，我真想吃成个大胖子。”             『王朔文集』 
「実は、私本当にデブになるまで食べたいなあ」        
(73) “福贵，我不想死，我想每天都能看到你们。”          『活着』 






(74)我想了解你丈夫在与你离婚后会获得多大好处。         『王朔文集』 
私はご主人があなたと離婚した後、どれほどの利点が得られるかを知りたい。 
(75)（子供が親に対して）我想吃冰激凌。 










(76) 你表哥一走，小学校里还缺教员，我想你就留在这里教书。  
  『青春之歌』 
あなたの従兄弟が行くと、小学校は教員が足りなくなったので、あなたに残って
授業をしてほしい。    
(77)稍后尹白要出去，台青追上说：“姐姐，我想你陪我去买一部打字机。” 
                                                              『七姐妹』 
    後ほど、尹白が出ようとしているとき、台青は追いかけて、「お姉さん、タイ
プライターを買うのを付き合ってほしい。」   
(78)在我离开之前，我想要求你一件事——我想你答应我的婚事，那么明春我回来时，
























        小  冯：黄经理，我，我想回乡下一趟。 
                     中国ドラマ『曹社長の 18人の秘書たち』77 
        日本語訳 
     黄経理：シャオフォン、また遅刻したな。どんな罰を与えようか。 
                                                         
77 出典：雑誌「聴く中国語」。訳文も同雑誌によるもの。 
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     小  冯：ホアン部長、私、ちょっと田舎に行ってきたいんですが。 
(80)“这半年来多谢你了。”她双手在身前并拢，低头行礼。 
    “我什么都没做啊。倒是你，以后有什么打算？” 



































































































予定 ？ 予定の説明 
想 願望・ 
意向 
即座のもの 願望・意向の表出 間接的な依頼・直接的な依頼 




























                                                         
78 聞き手存在の発話も含む 
 情意的なもの ―― （聞き手めあてではない場合）感情そのままの表出 
           （聞き手めあての場合）聞き手を対象動作に巻き込む 























































































                                                                                                                                                                 
/みたい」の形が更に多く見受ける。こういう意味で、やはり人称制限の点において、日中両言語の意志
表現に著しい違いが見られると言えよう。 
 情意的なもの ―― （聞き手めあてではない場合）感情そのままの表出 
           （聞き手めあての場合）聞き手を対象動作に巻き込む 





















  有標形式は特定の標識を持つことによって、特定の文法的意味を表す。 
→内在化された絶対的な意味 
無標形式は何らか標識を持たないので、形式自体に特定の文法的意味が刻印されては
































いかん。わしがおしえてやる。」            （仁田 1991：115） 
大原部長「みんなあつまれ！この飯ごうでのメシのたき方をおしえてやる」 
(96)両津「くそっ、人のたばこなど当てにするか！自給自足でいくぞ！たばこなど

















                            『世界の中心で愛を叫ぶ』 
(99)「俺のいうこときくか」 
「きくよ。何でもきく」友彦は首を縦に振った。        『白夜行』 
 
















    エプロンをはずそうとする私を制して、ルートが口を挟んだ。 
「僕が行くよ。僕のほうが足が早いんだから」    『博士の愛した数式』 
(101) 「かならずここから連れ出してあげる。」重ねて言った。「どうしてもだ
めなときは、そうしよう。」 
「どうやって」アキはかすれた声でたずねた。   『世界の中心で愛を叫ぶ』 
  







(102)  「（前略）しかしやっぱり今日は、江夏は投げなかったなあ……」 
    「うん。今度はローテーションをちゃんと調べてから切符を買うよ」 

























































间来。（离开）            台湾ドラマ『負犬女王』81 
訳文： 
     卢卡斯：そもそも見合いをする時間なんかないじゃないか 






次の例 107は動作の申し出、例 108は行為の約束の発話である。 
 
(107) （ペットのカメがなくなって、家族で探している場面） 














  给你用啊。 
田教授：好啊，有茶就行，那你先借我一下啊。 
余梅芳：没关系。 


















客。                
《好想好想谈恋爱》『恋・愛・都・市～恋がしたい』82 
            訳文： 
      黎明朗：すみません、谭艾琳さんはいらっしゃいますか？わたしたち、前は
すごく仲がよかったんですけど。 
           谭艾琳：明朗！ 
           毛纳：何て懐かしい声かしら。感激で死にそう。 
           谭艾琳：ずっとみんなに電話をしたいと思ってたのよ。 


















      訳文： 
      秦朗：別荘を探してやるよ。住所はどこ？（直訳：住所を読んでくれ） 
      兪心蕾：呉興街 69号…… 















(111) 我把儿子交给你，你要严格要求他。  ≪1994 年报刊精选≫ 
      息子を頼む、厳しくしてください。 
(112) 陈娟：总经理，那我先去安排柱子的家属了。    
         曹华：好好好，你去。 
      訳文： 
      陳娟：社長、では私はジューズの家族の手配に行ってきます。 
      曹華：ああ、行ってくれ。 













































































     琴子：え…、だ…だって、あ…あたし ムリだよ あたし 
        きっとまた… 今度は入江くんに… 
     入江：今 手術に入らなかったら、ずっと入れないぞ。 
        そのままでいいなら、こなくていい。 
        皮膚科でも、耳鼻科でも、どこでも移りな。         
看護婦 1：入江先生、急激に血圧が下がりました。 
     入江：輸血を急げ。 
     看護婦 1：はい！ 
      琴子：い、いくっ。い、入江君のお手伝いして、あの患者さんを助けるっ。 
      入江：よく言った。                『イタズラなキス』 
 
下線部の中国語訳：我，我去！我要帮入江救那个患者！  













     「行きます」ぼくは躊躇なく答えた。      『世界の中心で愛を叫ぶ』 
中国語版訳： 
   “所以想跟你商量件事：如果你肯一起去，我想亚纪也会高兴，你看怎样？当然，
如果得到你的同意，我们打算再求你的父母……” 







標形しか現れないこともその裏付けである。 例 115を見てみよう。 
 
(115) 「家から持ってきた紅茶で我慢しなさい」 
     「嫌だよ。苦いもん」 
     「じゃあ、売店で牛乳を買ってくるわ」       『博士の愛した数式』 
中国語版訳： 
     “乖，将就着喝家里带的红茶吧。”我建议说。 
     “我不要，太苦了。” 







    「二、三日留守にする」秋吉が突然いいだした。典子が風呂から上がり、ドレ
ッサーに向かっている時だった。 
    「どこに行くの？」と彼女は訊いた。 
    「取材だ」                         『白夜行』 
中国語版訳： 
   “我要出去两三天。”秋吉突然说。当时典子刚洗完澡，坐在梳妆台前。 
   “去哪里？”她问。 
   “收集资料。” 
(117) 典子は相手に聞こえるようにため息をついた。 
    「いい加減にしてください。ここへ電話をかけてこられるだけでも迷惑なんで
す。もう切りますから」 
    「待ってください。では僕の質問に答えてください。あなたはまだあの男性と
同棲しているのですか」 
    「えっ……」 
    「もしあなたがまだ彼と一緒に住んでおられるなら、どうしてもお話ししてお
かなきゃならないことがあるんです」 
    典子は受話器を掌で覆った。声を落として訊く。「どういったことですか」 
    「だからそれは直に会ってお話しします」彼女が関心を持ったという手応えを
感じたか、男はきっぱりといった。               『白夜行』 
下線部の中国語版訳： 






































































































































































     ＜X の情報のなわ張り＞とは、上述の仮定により X に＜近＞とされる情報の














































































はブラウンとレビンソン（Brown & Levinson 1987）である。本研究も主にこの理論を参考
にする。 
Brown & Levinson の理論の鍵となっているのは、フェイスという概念である。フェイス
とは、社会の成員であれば誰でもが持つ社会的自己像で、コミュニケーションの場におい
て、お互いに協力してフェイスを維持しようとするものであると想定する。そして、フェ







 ポライトネス理論では、FTA となる言語行動 x のフェイスを脅かす大きさ W
（weightiness）は、次のように測定することができると説明されている。 
 
       Wx = D(S,H) + P(S,H) + Rx（Brown & Levinson 1987：76） 
 
                                                         
88 本研究は意志表現を扱うものなので、＜話し手の領域＞と＜聞き手の領域＞の対立が目立つ。＜中立
の領域＞との関わりが少ないため、敢えて＜中立の領域＞を省くことにする。 
89 この部分は Brown & Levinson のポライトネス理論をわかりやすく提示するために、中島信夫（2012）
「第六章ポライトネス」を大いに参考にした。 
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  D（distance）は S（話し手）と H（聞き手）の社会的距離を評価する値、P（power）は
聞き手 H が話し手 S に対してもつ力を評価する値、Rx（ranking）はある言語行動 x が特
定の文化において聞き手にかける負担度を表している。 





      ポライトネス・ストラテジー 
      ①フェイス侵害を軽減する措置を取らずあからさまに言う 
      ②ポジティブ・フェイスに配慮した言い方をする 
      ③ネガティブ・フェイスに配慮した言い方をする 
      ④言外にほのめかす 



















































































































                                                         
90 次の例は筆者の友人鄭貞美さんの実際の経験によるものである。 
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の目撃者を必要としたか、という謎を解いた時と思います」       
    『点と線』 
 
例 10、11 の下線部の「シタイト思ウ」は相手の了承を得た上での発話で、その上例 10
は「お差し支えなければ」が、例 11 は依頼の表現が加えられている。例 12 も後に直接聞













て、ここでこのまま朽ち果てたいと思います」とだけいった。    
























「行助！」                         『冬の旅』2 
    





































                               『坊ちゃん』 
 
































「そ、それじゃ君は、わたしの仕事を……」         『路傍の石』 
 
 例 24 の「芳子を私の家において、十分監督する」という行為は、聞き手の了承が必要
である。例 25 も、発話者の学校を辞める行為は母親の賛成が必要と思われる。更に、例































































































(28)我 想  吃   中国菜。 
私  想  食べる  中華料理 
私中華料理を食べたい。 
(29)他 想 吃  中国菜。 
彼 想 食べる 中華料理 
彼は中華料理を食べたがっている。 
(30)（夕食に何を食べるかついての Aと B の相談） 
A：我 想  吃  麻婆豆腐。 
私 想 食べる マーボ豆腐     
マーボ豆腐を食べたい 
B：哦，   你  要 吃   中国菜。 
(感嘆詞) あなた 要 食べる 中華料理  
 そうか、中華料理を食べたい（のね） 














中立の動詞と捉えれば、話し手の一種の認識となる。例 30 の B の発話は、「要」を話し
手の判断を表すものとも捉えることができる。意志表現の情意的な面と認識的な面につい


















































































































「繭から出てきても、あんまり変わらなかったりして……」   『白夜行』 
   中国語版訳 
“平常的我有这么糟糕啊……” 
        “坦白说，的确有。” 
         听一成这么说，江利子感到无地自容，她向来认为自己在打扮上也颇为用心。 
         “你现在正要开始结茧，”筱冢一成站在试衣间旁边说，“连你也不知道自己会变
得多美。而我，想为你结茧尽一点力。” 
















                      










す。                   『ひとりっ子の上手な育て方』 
中国語版訳 
在此，我要向我的母亲表示衷心的感谢，关于‘退学’的事，在我满二十岁之前，























































ん」                          『1Q89』BOOK1 
     中国語版訳 
青豆改变了话题：“您真的打算收留阿翼，抚养她吗?” 
     “我当然是真心的。我想正式认领她做养女。” 
     “我想您一定有心理准备，只怕法律手续不会那么简单。因为这件事的背景太复 
 杂了。” 
     “我当然有心理准备。”老夫人答道，“我会用尽一切办法。只要是我能做到的， 






「うん」                         『白夜行』 
中国語版訳 
“上次是你说，即使是前一天，你也会取消。” 
      “我是说过。”筱冢的呼吸有点乱了，“你是认真的？” 
      “对。”诚咽了一口口水才继续说，“明天，我想向她表明心意。” 
      “就是那位派遣人员，姓三泽的？”                
(43)｢克平が出発するのが四五日先きですから､それまで居ようと思っていますの｣ 




(44)「すみません……お茶をいれようと思って……」         『砂の女』 
中国語版訳 



























































































Wx ＝ D(S,H) + P(H,S) + Rx（Brown & Levinson 1987：76） 
 






































(50)放假 的 时候，我 要 去  爬  雪山。 
休み の とき 私 要 行く 登る 雪山 































    日本語では、情報に対する「なわばり」のいしきが強固に存在し、当該情報が聞
き手に接近するものである場合、聞き手に当該情報があるということを無視しては
ならず、同意を得るような言い方でなければならない。 
   ……（中略） 





                                                         


































































































 情意的なもの ―― （聞き手めあてではない場合）感情そのままの表出 
           （聞き手めあての場合）聞き手を対象動作に巻き込む 

























































   《曹经理的 18个秘书》（『曹社長の 18人の秘書たち』） 
      （以上二つの出典：雑誌『聴く中国語』。訳文も同雑誌によるもの） 
      《命中注定我爱你》（『ハートに命中！100%』） 
      《就想赖着你》（『君には絶対恋してない』） 
      《败犬女王》（『敗犬女王』） 
      《转角遇到爱》（『ホントの恋の見つけかた』） 
      （以上四つの出典：雑誌『中国語ジャーナル』。訳文も同雑誌によるもの。） 
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